
 
 

 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：おおむね順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 地域密着型研究拠点大学の形成を目指し、大学改革の一環として、本事業を明確に位置付け、URA

強化を含め、学長のリーダーシップの下、着実に事業が展開されつつあり、おおむね順調に進んで

いることが確認された。今後、持続的発展に向けた方策の検討を期待したい。 

 

特に優れた点 

○ 国際先端医学研究拠点施設及び国際先端科学技術研究拠点施設の設置による国際共同研究の加

速化の推進、テニュアトラック制の活用による国際的な視野に立った若手研究人材の確保など、国

際的に優れた研究者を確保するための意欲的な取組が見られる。 

 

期待する点 

○ 従来からの URA 類似職と本事業による URA 職をどのようにして統合し、大学全体の教員・職員の

組織・機能の強化に結実させるかの全学的ロードマップを検討することが期待される。 

また、URA の教育の視点からの取組の充実も期待したい。 
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